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(54)【発明の名称】蔵書管理システム

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
図書館が所蔵している本に関するデータを保存している管理サーバと、
前記図書館の書架の一部の範囲が撮影された画像の画像解析を行う解析サーバと、を備
え、
前記解析サーバは、
前記画像に含まれる複数の本のそれぞれについて画像解析によって背表紙の範囲を区画
し、
背表紙の範囲で区画された本ごとに、画像解析によって該本の情報を抽出し、
前記書架の一部の範囲に所蔵されている本に関するデータを前記管理サーバから取得し、
画像解析によって抽出した前記本の情報と、前記管理サーバから取得した前記書架の一部
の範囲に所蔵されている本に関するデータとを照合し、
前記書架の一部の範囲が撮影された画像に対し、前記背表紙の範囲を囲う枠線を重畳表示
し、
照合の結果が一致すると判定された本を囲う枠線と、一致しないと判定された本を囲う枠
線とを異なる態様の枠
線とする、蔵書管理システム。
【請求項２】
請求項１に記載の蔵書管理システムにおいて、
前記解析サーバは、照合の結果を前記管理サーバに送信し、
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前記管理サーバは、前記照合の結果に基づいて照合結果リストを作成して、該照合結果リ
ストを保存する、蔵書管理システム。
【請求項３】
請求項１又は２に記載の蔵書管理システムにおいて、
前記解析サーバは、背表紙の範囲で区画された本ごとに、該本の情報として、背表紙の文
字情報を抽出する、蔵書管理システム。
【請求項４】
請求項１から３のいずれか一項に記載の蔵書管理システムにおいて、
前記解析サーバは、背表紙の範囲で区画された本ごとに、該本の情報として、背表紙の画
像情報を抽出する、蔵書管理システム。
【請求項５】
請求項４に記載の蔵書管理システムにおいて、
前記解析サーバは、抽出した前記背表紙の画像情報と、前記本に関するデータとを照合す
る際、多数の背表紙画像を用いて機械学習で学習された学習モデルを用いて照合を実行す
る、蔵書管理システム。
【請求項６】
請求項１から５のいずれか一項に記載の蔵書管理システムにおいて、
前記画像は、動画像として撮影された画像から切り出された画像である、蔵書管理システ
ム。
【請求項７】
本を所蔵する施設が所蔵している本に関するデータを保存している管理サーバと、
前記本を所蔵する施設の書架の一部の範囲が撮影された画像の画像解析を行う解析サーバ
と、を備え、
前記解析サーバは、
前記画像に含まれる複数の本のそれぞれについて画像解析によって背表紙の範囲を区画
し、
背表紙の範囲で区画された本ごとに、画像解析によって該本の情報を抽出し、
前記書架の一部の範囲に所蔵されている本に関するデータを前記管理サーバから取得し、
画像解析によって抽出した前記本の情報と、前記管理サーバから取得した前記書架の一部
の範囲に所蔵されている本に関するデータとを照合し、
前記書架の一部の範囲が撮影された画像に対し、前記背表紙の範囲を囲う枠線を重畳表示
し、
照合の結果が一致すると判定された本を囲う枠線と、一致しないと判定された本を囲う枠
線とを異なる態様の枠線とする、蔵書管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本開示は、蔵書管理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
図書館では、蔵書を管理するために、所蔵している本が所定の場所に収まっているかどう
かを確認する棚卸し作業が年に数回程度実施されている。
【０００３】
棚卸しの際に書架に置かれている本の書誌データを取得する方法として、いくつかの方法
が知られている。例えば、本に貼付されたバーコードを読み取ることで、書誌データを取
得する方法が知られている（特許文献１参照）。また、例えば、本に貼付されたＩＣタグ
を読み取ることで、書誌データを取得する方法が知られている（特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【文献】特許第６４６０２０７号公報
【文献】特開２０１７－６２１３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
本に貼付されているバーコード又はＩＣタグを読み取る作業は手間がかかる。例えば、
バーコード又はＩＣタグの読み取りを手作業でやる場合、棚卸し作業に数日を要する場合
もある。その場合、数日の間、図書館を休館することが必要となってしまう。
【０００６】
また、バーコード又はＩＣタグを読み取るためには、予め書誌データを含むバーコード又
はＩＣタグを本に貼付しておく必要があるが、バーコード又はＩＣタグを本に貼付する作
業にも手間がかかる。
【０００７】
また、書誌データをＩＣタグから読み取れるようにするためには、ＩＣタグを読み取り可
能な環境を整えるために、多額の設備投資が必要となる。
【０００８】
かかる観点に鑑みてなされた本開示の目的は、低コストで効率的に蔵書管理をすることが
できる蔵書管理システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
本開示の一実施形態に係る蔵書管理システムは、図書館が所蔵している本に関するデータ
を保存している管理サーバと、前記図書館の書架の一部の範囲が撮影された画像の画像解
析を行う解析サーバと、を備え、前記解析サーバは、前記画像に含まれる複数の本のそれ
ぞれについて画像解析によって背表紙の範囲を区画し、背表紙の範囲で区画された本ごと
に、画像解析によって該本の情報を抽出し、前記書架の一部の範囲に所蔵されている本に
関するデータを前記管理サーバから取得し、画像解析によって抽出した前記本の情報と、
前記管理サーバから取得した前記書架の一部の範囲に所蔵されている本に関するデータと
を照合する。
【発明の効果】
【００１０】
本開示の一実施形態に係る蔵書管理システムによれば、低コストで効率的に蔵書管理をす
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本開示の実施形態に係る蔵書管理システムの構成例を示す図である。
【図２】本開示の実施形態に係る管理サーバの構成例を示すブロック図である。
【図３】本開示の実施形態に係る解析サーバの構成例を示すブロック図である。
【図４】本開示の実施形態に係る端末装置の構成例を示すブロック図である。
【図５】本開示の実施形態に係る蔵書管理システムの動作の一例を示すシーケンス図であ
る。
【図６】棚を選択する際の画面表示の一例を示す図である。
【図７】撮影された画像が表示されている様子の一例を示す図である。
【図８】枠線が重畳された画像が表示されている様子の一例を示す図である。
【図９】照合結果の一覧が表示されている様子の一例を示す図である。
【図１０】一冊の本についての詳細が表示されている様子の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
以下、本開示の実施形態について、図面を参照して説明する。
【００１３】
図１は、本開示の一実施形態に係る蔵書管理システム１の構成例を示す図である。蔵書管
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理システム１は、図書館に所蔵されている本を管理するためのシステムである。蔵書管理
システム１は、管理サーバ１０と解析サーバ２０とを備える。
【００１４】
管理サーバ１０と解析サーバ２０とは、ネットワーク４０を介して通信可能に接続されて
いる。ネットワーク４０は、無線通信可能なネットワークであってもよいし、有線通信可
能なネットワークであってもよい。または、ネットワーク４０は、無線通信可能なネット
ワークと、有線通信可能なネットワークとの両方を含むネットワークであってよい。
【００１５】
管理サーバ１０及び解析サーバ２０は、ネットワーク４０を介して端末装置３０と通信可
能に接続されている。
【００１６】
管理サーバ１０は、汎用のコンピュータであってもよいし、管理サーバ１０として機能す
る専用のコンピュータであってもよい。管理サーバ１０は、図書館に設置されていてもよ
いし、図書館の外部に設置されていてもよい。
【００１７】
解析サーバ２０は、汎用のコンピュータであってもよいし、解析サーバ２０として機能す
る専用のコンピュータであってもよい。解析サーバ２０は、図書館に設置されていてもよ
いし、図書館の外部に設置されていてもよい。
【００１８】
端末装置３０は、撮影機能及び通信機能を有する装置である。端末装置３０は、例えば、
タブレット又はスマートフォンなどであってよい。端末装置３０は、図書館の棚卸し作業
を行う際に、棚卸し作業の作業員によって操作される。
【００１９】
最初に、図１を参照して、本実施形態の概要を説明する。
【００２０】
蔵書管理システム１において、管理サーバ１０は、図書館が所蔵している本に関するデー
タを保存している。端末装置３０は、棚卸し作業の際に、図書館の書架の一部の範囲を撮
影する。管理サーバ１０は、端末装置３０が撮影した画像を受信すると、該画像を解析
サーバ２０に送信する。解析サーバ２０は、管理サーバ１０から受信した画像の画像解析
を行う。解析サーバ２０は、画像解析によって抽出した情報と、管理サーバ１０から受信
した図書館が所蔵している本に関するデータとを比較して、照合処理を実行する。
【００２１】
図２を参照して、本実施形態に係る管理サーバ１０の構成を説明する。管理サーバ１０
は、通信部１１と、記憶部１２と、制御部１３とを備える。
【００２２】
通信部１１は、無線又は有線を介して外部装置と通信可能な１つ以上の通信インタフェー
スを含む。通信インタフェースは、例えば、ＬＡＮ（Local Area Network）用のインタ
フェースであってよい。通信部１１は、ネットワーク４０を介して、解析サーバ２０及び
端末装置３０と通信可能である。
【００２３】
記憶部１２は、例えば、半導体メモリ、磁気メモリ、又は光メモリ等を含む。記憶部１２
は、例えば、主記憶装置、補助記憶装置、又はキャッシュメモリとして機能してよい。記
憶部１２は、管理サーバ１０の動作に用いられる任意の情報を格納する。例えば、記憶部
１２は、システムプログラム、又はアプリケーションプログラム等を格納してよい。記憶
部１２の一部は、管理サーバ１０の外部に設置されていてもよい。その場合、外部に設定
されている記憶部１２の一部は、任意のインタフェースを介して管理サーバ１０と接続さ
れる。
【００２４】
記憶部１２は、図書館が所蔵している本に関するデータを保存している。図書館が所蔵し
ている本に関するデータは、書誌データ、蔵書データ及び棚データを含む。書誌データ
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は、図書館が所蔵しているそれぞれの本についての詳細なデータであり、例えば、タイト
ル、著者、出版社、ＩＳＢＮ（International Standard Book Number）、及び背表紙の
画像などを含む。蔵書データは、図書館が何の本を所蔵しているかを示すデータである。
すなわち、蔵書データは、図書館が所蔵している全ての本をリスト化したデータである。
棚データは、図書館の書架の特定の一部の範囲にどの本が所蔵されているかを示す情報で
ある。ここで、「書架の特定の一部の範囲」は、例えば、「書架の特定の棚」であってよ
い。本実施形態においては、「棚」は一列分の棚を意味するものとする。また、「書架」
は複数の棚を含む書架全体を意味するものとする。本実施形態においては、以後、「書架
の特定の一部の範囲」は、「書架の特定の棚」であるものとして説明する。ただし、これ
は一例であり、「書架の特定の一部の範囲」は、一列分の棚よりも狭い範囲であってもよ
いし、複数の棚に亘る範囲であってもよい。
【００２５】
制御部１３は、例えば、１つ以上のプロセッサを含んでよい。本実施形態において「プロ
セッサ」は、汎用のプロセッサ、特定の処理に特化した専用のプロセッサ等であるが、こ
れらに限られない。制御部１３は、管理サーバ１０全体の動作を制御する。管理サーバ１
０の動作の詳細については後述する。
【００２６】
図３を参照して、本実施形態に係る解析サーバ２０の構成を説明する。解析サーバ２０
は、通信部２１と、記憶部２２と、制御部２３とを備える。
【００２７】
通信部２１は、無線又は有線を介して外部装置と通信可能な１つ以上の通信インタフェー
スを含む。通信インタフェースは、例えば、ＬＡＮ用のインタフェースであってよい。通
信部２１は、ネットワーク４０を介して、管理サーバ１０及び端末装置３０と通信可能で
ある。
【００２８】
記憶部２２は、例えば、半導体メモリ、磁気メモリ、又は光メモリ等を含む。記憶部２２
は、例えば、主記憶装置、補助記憶装置、又はキャッシュメモリとして機能してよい。記
憶部２２は、解析サーバ２０の動作に用いられる任意の情報を格納する。例えば、記憶部
２２は、システムプログラム、又はアプリケーションプログラム等を格納してよい。記憶
部２２の一部は、解析サーバ２０の外部に設置されていてもよい。その場合、外部に設定
されている記憶部２２の一部は、任意のインタフェースを介して解析サーバ２０と接続さ
れる。
【００２９】
制御部２３は、例えば、１つ以上のプロセッサを含んでよい。制御部２３は、解析サーバ
２０全体の動作を制御する。解析サーバ２０の動作の詳細については後述する。
【００３０】
図４を参照して、本実施形態に係る端末装置３０の構成を説明する。端末装置３０は、カ
メラ３１と、表示部３２と、入力部３３と、通信部３４と、記憶部３５と、制御部３６と
を備える。
【００３１】
カメラ３１は、図書館の書架の一部の範囲を撮影可能である。すなわち、カメラ３１は、
書架の特定の棚を撮影可能である。
【００３２】
表示部３２は、任意のディスプレイである。表示部３２は、例えば、液晶ディスプレイ又
は有機ＥＬ（Electro-Luminescence）ディスプレイ等であってよい。
【００３３】
入力部３３は、少なくとも１つの入力用インタフェースを含む。入力用インタフェース
は、例えば、物理キー、静電容量キー、ポインティングデバイス、ディスプレイと一体的
に設けられたタッチスクリーン又はマイク等であってよい。
【００３４】
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通信部３４は、無線又は有線を介して外部装置と通信可能な１つ以上の通信インタフェー
スを含む。通信インタフェースは、例えば、ＬＴＥ（Long Term Evolution）、４Ｇ、若
しくは５Ｇなどの移動通信規格に対応したインタフェース、Bluetooth（登録商標）など
の近距離無線通信に対応したインタフェース、又はＬＡＮインタフェースなどであってよ
い。通信部３４は、ネットワーク４０を介して、管理サーバ１０及び解析サーバ２０と通
信可能である。
【００３５】
記憶部３５は、例えば、半導体メモリ、磁気メモリ、又は光メモリ等を含む。記憶部３５
は、例えば、主記憶装置、補助記憶装置、又はキャッシュメモリとして機能してよい。記
憶部３５は、端末装置３０の動作に用いられる任意の情報を格納する。例えば、記憶部３
５は、システムプログラム、又はアプリケーションプログラム等を格納してよい。記憶部
３５の一部は、端末装置３０の外部に設置されていてもよい。その場合、外部に設定され
ている記憶部３５の一部は、任意のインタフェースを介して端末装置３０と接続される。
【００３６】
制御部３６は、例えば、１つ以上のプロセッサを含んでよい。制御部３６は、端末装置３
０全体の動作を制御する。端末装置３０の動作の詳細については後述する。
【００３７】
図５に示すシーケンス図を参照して、本実施形態に係る蔵書管理システム１の動作の一例
について説明する。図５に示す動作は、蔵書管理システム１が、図書館の棚卸し作業の際
に実行する動作である。
【００３８】
図５のステップＳ１０１において、端末装置３０は、作業員による入力部３３への入力を
受け付けて、画像解析の対象となる対象範囲を指定する。ここで、対象範囲は、例えば、
図書館にある書架のうちの特定の棚である。端末装置３０は、例えば、蔵書管理システム
１にアクセスするためのアプリを起動して、アプリ上で棚を選択してよい。蔵書管理シス
テム１にアクセスするためのアプリは、端末装置３０の記憶部３５に記憶されていてよ
い。あるいは、蔵書管理システム１にアクセスするためのアプリは、ＷＥＢサーバ上で実
行されるアプリであってもよい。この場合、端末装置３０は、ＷＥＢブラウザ上で、蔵書
管理システム１にアクセスするためのアプリを実行する。
【００３９】
図６に、端末装置３０の表示部３２に棚を選択するための画面が表示されている様子の一
例を示す。作業員は、図６に示す棚選択用のボタン２０１を操作して、棚を選択する。棚
選択用のボタン２０１は、例えば、スライダ形式で棚が選択できるようになっているボタ
ンであってよい。図６は、「棚１」が選択された様子を示している。図６において「デー
タ取り込み」と表示されている決定用のボタン２０２が押されると、「棚１」の選択が確
定する。
【００４０】
図５のステップＳ１０２において、端末装置３０は、ステップＳ１０１において指定され
た対象範囲の情報を、管理サーバ１０に送信する。例えば、ステップＳ１０１において
「棚１」が選択されていた場合、端末装置３０は、対象範囲の情報として「棚１」を管理
サーバ１０に送信する。
【００４１】
管理サーバ１０の制御部１３は、対象範囲の情報を端末装置３０から受信すると、受信し
た対象範囲に置かれている本に関するデータを記憶部１２から抽出する。例えば、対象範
囲が「棚１」である場合、制御部１３は、「棚１」に置かれている本に関するデータを記
憶部１２から抽出する。
【００４２】
図５のステップＳ１０３において、管理サーバ１０は、記憶部１２から抽出した対象範囲
に置かれている本に関するデータを解析サーバ２０に送信する。
【００４３】
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図５のステップＳ１０４において、端末装置３０のカメラ３１は、作業員による操作に
よって、ステップＳ１０１で指定された対象範囲を撮影する。例えば、ステップＳ１０１
において「棚１」が選択されていた場合、カメラ３１は、「棚１」を撮影する。ここで、
「棚１」を撮影するとは、「棚１」に置かれている複数の本を撮影することを意味する。
【００４４】
図７に、端末装置３０の表示部３２に、カメラ３１が撮影した画像が表示されている様子
の一例を示す。対象範囲として「棚１」が撮影されている場合、撮影された画像は、棚１
に置かれている複数の本の画像を含む。カメラ３１は、複数の本が「棚１」に置かれてい
る状態をそのまま撮影するため、画像には複数の本の背表紙が写っている。
【００４５】
図５のステップＳ１０５において、端末装置３０は、撮影された画像を管理サーバ１０に
送信する。端末装置３０は、例えば、図７に示す画面において「送信」のボタン２０３が
押されたときに、撮影された画像を管理サーバ１０に送信する。
【００４６】
図５のステップＳ１０６において、管理サーバ１０は、端末装置３０から受信した画像を
解析サーバ２０に送信する。
【００４７】
図５のステップＳ１０７において、解析サーバ２０は、管理サーバ１０から受信した画像
に含まれる複数の本のそれぞれについて画像解析によって背表紙の範囲を区画する。
【００４８】
解析サーバ２０の制御部２３は、管理サーバ１０から受信した画像について画像解析を行
い、画像に含まれる複数の本の背表紙の範囲を区画する。解析サーバ２０は、例えば、機
械学習で学習された学習モデルを用いて画像解析を行い、画像に含まれる複数の本の背表
紙の範囲を区画してよい。画像に含まれる複数の本の背表紙の範囲を区画するための学習
モデルは、解析サーバ２０の記憶部２２に記憶されていてよい。
【００４９】
図５のステップＳ１０８において、解析サーバ２０は、背表紙の範囲で区画された本ごと
に、画像解析によって本の情報を抽出する。
【００５０】
解析サーバ２０の制御部２３は、区画された背表紙の範囲の画像を解析して、区画された
背表紙の範囲に記載されている文字情報を抽出する。制御部２３は、例えば、区画された
背表紙の範囲の画像に対してＯＣＲ（Optical Character Recognition）を実行して、
区画された背表紙の範囲に記載されている文字情報を抽出する。
【００５１】
図５のステップＳ１０９において、解析サーバ２０は、ステップＳ１０８において抽出し
た本の情報と、ステップＳ１０３において取得した対象範囲に置かれている本に関する
データとを比較して、照合処理を実行する。解析サーバ２０が実行する照合処理は、下記
の一致度の算出処理及び判定処理を含む処理である。
【００５２】
解析サーバ２０の制御部２３は、例えば、ステップＳ１０８において抽出した背表紙の範
囲に記載されている文字情報について、ステップＳ１０３において取得した対象範囲に置
かれている本に関するデータに含まれている文字情報との一致度を算出する。制御部２３
は、例えば、一致度が所定の閾値以上である場合に、ステップＳ１０８において抽出した
背表紙の範囲に記載されている文字情報が、ステップＳ１０３において取得した対象範囲
に置かれている本に関するデータに含まれている文字情報と「一致する」と判定してよ
い。また、制御部２３は、例えば、一致度が所定の閾値未満である場合に、ステップＳ１
０８において抽出した背表紙の範囲に記載されている文字情報が、ステップＳ１０３にお
いて取得した対象範囲に置かれている本に関するデータに含まれている文字情報と「一致
しない」と判定してよい。
【００５３】
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制御部２３は、ステップＳ１０７において背表紙の範囲を区画することができた全ての本
について、一致度の算出処理及び判定処理を実行する。
【００５４】
制御部２３は、一致度の算出処理及び判定処理を実行する際に、機械学習で学習された学
習モデルを用いて、一致度の算出処理及び判定処理を実行してよい。一致度の算出処理及
び判定処理において用いられる学習モデルは、解析サーバ２０の記憶部２２に記憶されて
いてよい。
【００５５】
制御部２３は、ステップＳ１０８において、背表紙の情報を抽出する際、文字情報の代わ
りに、又は、文字情報と共に、背表紙の画像情報を抽出してもよい。この場合、制御部２
３は、背表紙の画像情報と、ステップＳ１０３において受信した対象範囲の本の背表紙の
画像情報とを比較して、照合処理を実行してもよい。また、制御部２３は、例えば、画像
情報の比較で「一致しない」と判定された本について文字情報の比較をするなどのよう
に、画像情報の比較と文字情報の比較とを組み合わせて照合処理を実行してもよい。
【００５６】
制御部２３は、ステップＳ１０８において背表紙の画像情報を抽出し、ステップＳ１０９
において当該画像情報に基づいて照合処理を実行する場合、多数の背表紙画像を用いて機
械学習で学習された学習モデルを用いて、一致度の算出処理及び判定処理を実行してよ
い。多数の背表紙画像を用いて機械学習で学習された学習モデルは、解析サーバ２０の記
憶部２２に記憶されていてよい。
【００５７】
図５のステップＳ１１０において、解析サーバ２０は、ステップＳ１０９において実行し
た照合処理の結果（以後、単に「照合結果」と記載することもある）を管理サーバ１０に
送信する。照合結果は、背表紙の範囲を区画することができた全ての本についての情報を
含む。
【００５８】
照合結果は、例えば以下の情報を含んでよい。
・「一致する」又は「一致しない」と判定された本の書誌データ
・ＯＣＲで認識された文字情報
・一致度
・一致度の判定結果
・背表紙の範囲の座標
【００５９】
図５のステップＳ１１１において、管理サーバ１０は、解析サーバ２０から受信した照合
結果を端末装置３０に送信する。
【００６０】
図５のステップＳ１１２において、端末装置３０は、管理サーバ１０から受信した照合結
果に基づく画像を、表示部３２に表示させることができる。
【００６１】
図８〜図１０に、端末装置３０が、ステップＳ１１１で受信した照合結果に基づく画像を
表示部３２に表示させている様子の一例を示す。なお、図８〜図１０に示すような画像を
表示させるためのデータは、解析サーバ２０が、ステップＳ１１０の前に生成して照合結
果に含ませてもよいし、管理サーバ１０が、ステップＳ１１１の前に生成して照合結果に
含ませてもよい。
【００６２】
図８は、撮影された画像に枠が重畳されて表示されている様子を示す。ステップＳ１０７
において解析サーバ２０によって背表紙の範囲が区画された本は、図８に示す画像におい
て、背表紙の範囲を実線の枠線２０４又は破線の枠線２０５によって囲まれている。すな
わち、背表紙の範囲が実線の枠線２０４又は破線の枠線２０５によって囲まれている本
は、ステップＳ１０７において解析サーバ２０によって背表紙が認識された本である。
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【００６３】
図８に示す例においては、ステップＳ１０９における照合処理で「一致する」と判定され
た本の背表紙は、実線の枠線２０４によって囲まれている。ステップＳ１０９における照
合処理で「一致しない」と判定された本の背表紙は、破線の枠線２０５によって囲まれて
いる。
【００６４】
なお、図８において、実線の枠線２０４及び破線の枠線２０５によって、背表紙の範囲が
囲まれているのは一例である。枠線２０４及び枠線２０５は、ステップＳ１０９における
照合処理の結果、「一致する」と判定された本と、「一致しない」と判定された本とが区
別できればよい。例えば、「一致する」と判定された本の背表紙が青色の実線の枠線に
よって囲まれ、「一致しない」と判定された本の背表紙が赤色の実線の枠線によって囲ま
れてもよい。
【００６５】
図８において、実線の枠線２０４及び破線の枠線２０５のいずれにも囲まれていない本
は、ステップＳ１０７の処理において背表紙の範囲を区画することができなかった本であ
ることを示す。例えば、ピントが合っていなかったなどの理由により、端末装置３０が撮
影した画像が不鮮明であった場合、解析サーバ２０が背表紙の範囲を区画することができ
ない本が画像に含まれうる。
【００６６】
端末装置３０は、照合結果の一覧を表示部３２に表示させうる。図９に、端末装置３０が
照合結果の一覧を表示部３２に表示している様子の一例を示す。端末装置３０は、例え
ば、図８に示す画面において、「結果一覧」のボタン２０６が押されると、図９に示すよ
うな結果一覧の画面を表示する。
【００６７】
端末装置３０は、例えば図９に示すように、照合結果の一覧をリストとして表示する。照
合結果の一覧のリストは、例えば図９に示すように、「判定」、「本ＩＤ」及び「タイト
ル」を項目として含んでよい。「判定」は、ステップＳ１０９における照合処理の判定結
果を示す。「本ＩＤ」及び「タイトル」は、照合結果に含まれる書誌データの一部であ
る。
【００６８】
端末装置３０は、図９に示すような照合結果の一覧を示す画面において、「画像解析結
果」のボタン２０７が押されると、図８に示す画像を表示させてよい。
【００６９】
端末装置３０は、照合結果に含まれる本のうちの選択された本についての詳細情報を表示
部３２に表示させうる。図１０に、端末装置３０が、認識された本の詳細情報を表示部３
２に表示している様子の一例を示す。端末装置３０は、例えば、図８に示す画面におい
て、実線の枠線２０４又は破線の枠線２０５で囲まれた本のいずれかが選択されると、選
択された本について図１０に示すような詳細情報を表示する。または、端末装置３０は、
例えば、図９に示す画面において、照合結果の一覧のリストの中から１冊の本が選択され
ると、選択された本について図１０に示すような詳細情報を表示する。
【００７０】
図１０に示すような詳細情報を表示部３２に表示させる際、端末装置３０は、例えば、端
末装置３０によって撮影された画像全体２０８と、画像全体２０８に含まれている本のう
ちのどの本が選択されたかを示すマーク２０９と、選択された本の背表紙の拡大された画
像２１０と、選択された本に関する情報２１１とを表示する。情報２１１は、項目とし
て、例えば、「タイトル」、「著者」、「ＯＣＲ」、「一致度」及び「判定結果」などを
含んでよい。「タイトル」及び「著者」は、選択された本の書誌データの一部である。
「ＯＣＲ」は、ステップＳ１０８においてＯＣＲによって認識された文字列である。「一
致度」は、ステップＳ１０９において算出された一致度である。「判定結果」は、ステッ
プＳ１０９における一致度の判定結果である。

10

20

30

40

50



(10) JP 7023338 B2 2022.2.21

【００７１】
端末装置３０は、図１０に示すような画面において、「画像解析結果」のボタン２１２が
押されると、図８に示す画像を表示させてよい。端末装置３０は、図１０に示す画面にお
いて、「結果一覧」のボタン２１３が押されると、図９に示す画像を表示させてよい。
【００７２】
図５のステップＳ１１３において、管理サーバ１０は、解析サーバ２０から受信した照合
結果に基づいて、照合結果リストを作成する。なお、管理サーバ１０は、ステップＳ１１
３の処理を、ステップＳ１１１の処理と並行して実行してよい。
【００７３】
管理サーバ１０の制御部１３は、解析サーバ２０から照合結果を受信すると、記憶部１２
に保存されている図書館が所蔵している本に関するデータと、照合結果とを比較して、照
合結果リストを作成する。
【００７４】
照合結果リストは、以下のリストを含む
・発見リスト
・未発見リスト
・範囲外リスト
・不明リスト
ここで、「発見リスト」は、ステップＳ１０１において指定された対象範囲にあるべき本
のうち発見された本のリストである。「未発見リスト」は、ステップＳ１０１において指
定された対象範囲にあるべき本のうち発見されなかった本のリストである。「範囲外リス
ト」は、ステップＳ１０７において背表紙の範囲が区画された本のうち、図書館が所蔵し
ている本ではあるが、ステップＳ１０１において指定された対象範囲以外の場所に置かれ
ているべき本のリストである。「不明リスト」は、ステップＳ１０７において背表紙の範
囲が区画された本のうち、図書館に所蔵されている本として登録されていない本のリスト
である。
【００７５】
図５のステップＳ１１４において、管理サーバ１０は、照合結果リストを記憶部１２に保
存する。
【００７６】
蔵書管理システム１は、図書館にある書架の全ての棚について、ステップＳ１０１〜ス
テップＳ１１４の処理を繰り返すことにより、棚卸し作業を実行することができる。
【００７７】
蔵書管理システム１のユーザは、端末装置３０を介して、ステップＳ１１４において管理
サーバ１０に保存された照合結果リストを確認することができる。照合結果リストを確認
した結果、ある特定の対象範囲について撮影された画像にピントずれなどの問題があった
可能性があると判断した場合、ユーザは、該対象範囲について、図５のステップＳ１０
１〜Ｓ１１４の処理を再度行い、照合結果リストを更新することができる。
【００７８】
本実施形態に係る蔵書管理システム１によれば、解析サーバ２０は、図書館の書架の一部
の範囲が撮影された画像に含まれる複数の本のそれぞれについて画像解析によって背表紙
の範囲を区画し、背表紙の範囲で区画された本ごとに、画像解析によって該本の情報を抽
出する。また、解析サーバ２０は、書架の一部の範囲に所蔵されている本に関するデータ
を管理サーバ１０から取得し、画像解析によって抽出した本の情報と、管理サーバ１０か
ら取得した書架の一部の範囲に所蔵されている本に関するデータとを照合する。このよう
に、解析サーバ２０が画像に含まれる複数の本について一括して画像解析を実行するた
め、蔵書管理システム１は、効率的に照合処理を実行することができる。また、蔵書管理
システム１は、端末装置３０が撮影した画像に基づいて棚卸し作業を実行可能であるた
め、例えば、ＩＣタグを読み取るために必要な設備などの高額な設備を必要としない。
従って、本実施形態に係る蔵書管理システム１は、低コストで効率的に蔵書管理をするこ
と
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ができる。
【００７９】
また、本実施形態に係る蔵書管理システム１によれば、効率的に蔵書管理をすることがで
きるため、棚卸し作業の期間を短くすることができ、棚卸し作業に伴う図書館の休館日を
短くすることができる。
【００８０】
また、本実施形態に係る蔵書管理システム１によれば、効率的に蔵書管理をすることがで
きるため、バーコード又はＩＣタグを読み取ることによって行う蔵書管理に比べて人手が
かからず、棚卸し作業の際の人件費を低減することができる。
【００８１】
本開示は上述の実施形態に限定されるものではない。例えば、ブロック図に記載の複数の
ブロックを統合してもよいし、又は１つのブロックを分割してもよい。フローチャートに
記載の複数のステップを記述に従って時系列に実行する代わりに、各ステップを実行する
装置の処理能力に応じて、又は必要に応じて、並列的に又は異なる順序で実行してもよ
い。その他、本開示の趣旨を逸脱しない範囲での変更が可能である。
【００８２】
本実施形態においては、管理サーバ１０と解析サーバ２０とが、ネットワーク４０を介し
て通信可能に接続されているものとして説明した。しかしながら、管理サーバ１０と解析
サーバ２０とは、専用の通信線で接続されていてもよい。この場合、管理サーバ１０が
ネットワーク４０を介して端末装置３０と通信可能に接続されていて、解析サーバ２０は
ネットワーク４０に接続されていなくてもよい。
【００８３】
本実施形態においては、作業員が端末装置３０を操作して棚を撮影するものとして説明し
たが、ドローン等のロボットに備え付けられた端末装置３０が自動で棚を撮影してもよ
い。このような構成とすることで、端末装置３０は、例えば夜間に自動的に図書館全体の
棚を撮影することができる。また、蔵書管理システム１は、端末装置３０が撮影した画像
を用いて、夜間に自動的に照合処理を実行することができる。
【００８４】
本実施形態においては、作業員が端末装置３０を操作して棚を撮影するものとして説明し
たが、書架の前に設置された固定カメラ又は書架の前を移動するカメラが棚を常時撮影し
てもよい。このような構成とすることで、端末装置３０は、棚の画像を常時取得すること
ができ、照合処理を常時実行することができる。すなわち、蔵書管理システム１は、撮影
した棚の画像の照合処理をリアルタイムで実行することができる。
【００８５】
本実施形態においては、解析サーバ２０がＯＣＲを実行するものとして説明したが、ＯＣ
Ｒは、外部の装置が実行してもよい。この場合、解析サーバ２０は、外部の装置に画像情
報を送信し、該画像情報に対して実行されたＯＣＲの結果を外部の装置から受信する。
【００８６】
本実施形態において、図６〜図１０に示した表示部３２における表示の例は、あくまでも
一例である。表示部３２の表示は、図６〜図１０に示した例には限定されない。
【００８７】
本実施形態において、解析サーバ２０が図５のステップＳ１０９に示す照合処理を実行す
るものとして説明したが、ステップＳ１０９に示す照合処理は、管理サーバ１０が実行し
てもよい。
【００８８】
本実施形態において解析サーバ２０が実行する処理は、複数のサーバで分担して実行して
もよい。例えば、図５に示すステップＳ１０７及びステップＳ１０８の処理を第１の解析
サーバが実行し、図５に示すステップＳ１０９の処理を第２の解析サーバが実行してもよ
い。
【００８９】
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本実施形態において端末装置３０が撮影する画像は、動画像であってもよい。この場合、
解析サーバ２０は、動画像から切り出した静止画像を用いて、図５に示すステップＳ１０
７〜Ｓ１０９の処理を実行してよい。動画像から静止画像を切り出す処理は、端末装置３
０が実行してもよいし、解析サーバ２０が実行してもよい。
【００９０】
本実施形態においては、蔵書管理システム１が図書館で用いられる場合を例に挙げて説明
したが、蔵書管理システム１は、本を所蔵する施設であれば、図書館以外であっても利用
可能である。蔵書管理システム１は、例えば、書店、倉庫などのような、図書館以外の本
を所蔵する施設においても利用可能である。
【００９１】
本実施形態において蔵書管理システム１によって画像解析された背表紙の画像の情報は、
公開サービスに活用可能な情報として管理サーバ１０又は解析サーバ２０に記憶されてい
てよい。画像解析された背表紙の画像の情報は、例えば、図書館のホームページからアク
セスできるように、管理サーバ１０又は解析サーバ２０に記憶されていてよい。
【符号の説明】
【００９２】
１　蔵書管理システム
１０　管理サーバ
１１　通信部
１２　記憶部
１３　制御部
２０　解析サーバ
２１　通信部
２２　記憶部
２３　制御部
３０　端末装置
３１　カメラ
３２　表示部
３３　入力部
３４　通信部
３５　記憶部
３６　制御部
４０　ネットワーク
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】
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